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　　※表中の数値　上段：報告数　下段：定点当たり報告数

　　※定点当たり報告数が、▲：2週連続増加、△：今週増加、▼：2週連続減少、▽：今週減少　　　　 ※ ◎ ：警報レベル　 ○ ：注意報レベル

全国 累積（県）

第46週 第46週 第47週 増減 第46週 第47週 増減 第46週 第47週 増減 第46週 第47週 増減 第46週 第47週 増減 第1～47週

(48) (20) (5) (10) (13)

3799 16 32 15 27 1 5

0.77 0.33 0.67 0.75 1.35 0.00 0.00 0.00 0.00 0.08 0.38

(30) (13) (3) (6) (8)

2384 23 22 11 10 2 3 7 9 3

0.76 0.77 0.73 0.85 0.77 0.67 1.00 1.17 1.50 0.38 0.00

2124 44 36 26 17 17 16 1 3

0.67 1.47 1.20 ◎2.00 ◎1.31 0.00 0.00 ◎2.83 ◎2.67 0.13 0.38

7896 146 142 76 63 7 8 48 56 15 15

2.50 4.87 4.73 5.85 4.85 2.33 2.67 ◎8.00 ◎9.33 1.88 1.88

15436 157 193 105 110 4 1 30 59 18 23

4.89 5.23 6.43 8.08 8.46 1.33 0.33 5.00 9.83 2.25 2.88

1773 65 22 24 13 37 7 4 2

0.56 2.17 0.73 1.85 1.00 0.00 0.00 ○6.17 1.17 0.50 0.25

4037 65 75 16 18 14 28 23 17 12 12

1.28 ◎2.17 ◎2.50 1.23 1.38 ◎4.67 ◎9.33 ◎3.83 ◎2.83 1.50 1.50

203 6 7 4 6 3

0.06 0.20 0.23 0.00 0.31 0.00 0.00 ◎1.00 0.50 0.00 0.00

1351 22 15 5 4 3 11 6 3 5

0.43 0.73 0.50 0.38 0.31 1.00 0.00 1.83 1.00 0.38 0.63

35 1 1

0.01 0.03 0.00 0.08 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

718 9 2 4 2 1 4

0.23 0.30 0.07 0.31 0.15 0.00 0.00 0.17 0.00 0.50 0.00

968 10 7 3 1 7 6

0.31 0.33 0.23 0.23 0.08 0.00 0.00 1.17 1.00 0.00 0.00

(8) (4) (1) (1) (2)

11

0.02 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

577 8 10 4 9 4 1

0.83 1.00 1.25 1.00 2.25 0.00 0.00 4.00 1.00 0.00 0.00

(10) (4) (1) (2) (3)

4 1 1

0.01 0.00 0.10 0.00 0.25 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

5

0.01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

256 15 11 9 6 3 3 5

0.54 1.50 1.10 2.25 1.50 3.00 0.00 0.00 0.00 1.00 1.67

8

0.02 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

22

0.05 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

＜全数把握感染症＞

村山 最上 置賜 庄内

1

1

2

1 ※第46週追加報告分。

＜通信欄＞

※11月28日に、県内今シーズン初のインフルエンザ集団発生の報告がありました。
※トピックスで、インフルエンザ、咽頭結膜熱について掲載しています。

※定点把握感染症のグラフ・全数把握感染症の年間累積数については別紙（グラフページ）をご覧ください。

梅毒 患者

疾患名

インフルエンザ定点　　(定点医療機関数）

手足口病

▽

結核

基幹定点　　　　（定点医療機関数）

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

疾患名

無菌性髄膜炎

クラミジア肺炎

マイコプラズマ肺炎

細菌性髄膜炎

レジオネラ症 患者

型別：O119　VT1。腸管出血性大腸菌感染症 無症状病原体保有者

百日咳

水痘

突発性発しん

伝染性紅斑

872

△

▽

▽ ▼ ▽

▼ ▼

▼ ▼

▼

25

▽

667

＜定点把握感染症＞

山形県 村山地区

11476

咽頭結膜熱 ▼ 1142

1725

インフルエンザ ▲

小児科定点　　　　（定点医療機関数）

RSウイルス感染症 ▼ ▼ ▲

▲

2017年11月29日

▼ ▼ △

△ ▽

▽ ▽

△ ▲ ▽

庄内地区

▲

▽ ▲ ▲

平成29年第47週（11月20日～11月26日）

置賜地区

▲

最上地区

▽

▽

△

△

6424

△

感染性胃腸炎 ▲ ▲

642

3663

6497▲

▽ ▽

A群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

1268

594流行性耳下腺炎

▽

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

眼科定点　　　　（定点医療機関数）

▼

▽

▲ ▲ 183▽

ヘルパンギーナ

患者

232

5

8

▽

類型
報告数

備考

83

▽ ▲

△△

▽

山形県感染症情報センター（山形県衛生研究所）

TEL.023-627-1109, FAX023-641-7486
URL http://www.eiken.yamagata.yamagata.jp/
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＜定点把握感染症　報告患者数　年齢別＞

インフルエンザ定点 ～5ヶ月 ～11ヶ月 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10～14歳 15～19歳 20～29歳

インフルエンザ 1 4 5 6 3 3 2 1

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳～ 合計

1 2 1 2 1 32

小児科定点 ～5ヶ月 ～11ヶ月 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10～14歳 15～19歳 20歳～ 合計

ＲＳウイルス感染症 6 1 5 5 4 1 22

咽頭結膜熱 3 4 4 6 5 7 4 1 1 1 36

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1 7 9 12 29 19 16 14 14 5 16 142

感染性胃腸炎 2 16 51 25 18 15 14 9 12 11 7 8 1 4 193

水痘 2 1 4 1 2 4 2 1 3 2 22

手足口病 1 5 22 13 11 10 6 1 2 2 1 1 75

伝染性紅斑 1 3 1 1 1 7

突発性発しん 5 9 1 15

百日咳

ヘルパンギーナ 1 1 2

流行性耳下腺炎 1 2 1 3 7

＜　平成29年10月　月報　＞ 発行

累積(県）

9月 10月 9月 10月 9月 10月 9月 10月 9月 10月 1～10月

報告数 14 26 6 15 4 2 2 5 2 4

定点当り 1.40 2.60 1.50 3.75 4.00 2.00 1.00 2.50 0.67 1.33

報告数 7 7 2 3 1 2 3 3

定点当り 0.70 0.70 0.50 0.75 1.00 1.00 1.50 1.00

報告数 2 3 1 1 1 2

定点当り 0.20 0.30 0.25 0.25 0.33 0.67

報告数 1 1

定点当り 0.10 0.50

報告数 6 7 1 1 5 6

定点当り 0.60 0.70 1.00 0.50 1.67 2.00

報告数 27 27 16 16 2 2 3 3 6 6

定点当り 2.70 2.70 4.00 4.00 2.00 2.00 1.50 1.50 2.00 2.00

報告数

定点当り

＜トピックス＞
【インフルエンザ情報】 【咽頭結膜熱情報】
　　11月28日に、県内今シーズン初のインフルエンザ集団発生の報告が 　咽頭結膜熱の定点当たり報告数が、村山地区、置賜地区で警報レベルと

　ありました。 　なっています。

・インフルエンザ ・咽頭結膜熱

　警報開始基準値：30人 警報終息基準値：10人 注意報基準値：10人 　警報開始基準値：3人 警報終息基準値：1人

・第47週　定点当たり報告数　（山形県：0.7人）　 ・第47週　定点当たり報告数　（山形県：1.2人）　

　村山地区 1.4人、最上地区 0.0人、置賜地区 0.0人、庄内地区 0.4人 　村山地区 1.3人、最上地区 0.0人、置賜地区 2.7人、庄内地区 0.4人

1 迅速診断キットによるインフルエンザウイルスの陽性件数（第47週） ・定点当たり報告数の推移（山形県）

　　村山地区：A型　27件

　　庄内地区：A型　4件、不明　1件

2 定点当たり報告数の推移（山形県）

　　咽頭結膜熱とは

　咽頭結膜熱は発熱、咽頭炎、眼症状を主とする小児の急性

ウイルス性感染症です。通常夏期に地域全体で流行し、6月

頃から徐々に増加しはじめ、7～8月にピークとなります。プー

   インフルエンザは感染力が強く、いったん流行が始まると、短期間に多く ルでの感染も多く見られることからプール熱とも呼ばれます。

　の人へ感染が拡大します。こまめな手洗いと咳エチケットで「かからない」、 【症状】発熱で発症し、頭痛、食欲不振、全身倦怠感とともに、

　「うつさない」を心がけましょう。 喉の痛み、結膜の充血、眼痛などを訴え、3～5日間程度持続し

    かかったなと思ったら、症状が軽くても無理をして出勤したり登校したり ます。眼に永続的な障害を残すことはありません。

　することは禁物です。早めに医療機関を受診し、発熱後5日を経過し、 【予防法】感染者との密接な接触を避け、うがいや手洗いを

　かつ解熱後2日間（幼児は3日間）は自宅で静養しましょう。 しっかりすることが大切です。

疾患名
山形県 村山地区 最上地区

(4)(10) (1)

63

19

(2)

STD定点　         　（定点医療機関数）

(3)

性器クラミジア感染症

尖圭コンジローマ

性器ヘルペスウイルス感染症

淋菌感染症

基幹定点　        　 （定点医療機関数） (10) (4) (1)

山 形 県 感 染 症 週 報 平成29年第47週（11月20日～11月26日）

置賜地区

190

(3)(2)

庄内地区

2017年11月22日

薬剤耐性緑膿菌感染症

メチシリン耐性
黄色ブドウ球菌感染症

31

66
ペニシリン耐性

肺炎球菌感染症

219

2

 2


